2.13.3. 教育活動概要 (2.13. 情報環境デザイン学講座, 2. 教育研究活動報告) by unknown
Journal of Faculty of Software and Information Science 2013 
178 
2.13.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
金野 達也 津波などの二次災害を考慮した災害時避難経路提示システム 
本研究では，大震災などの発生においても，二次災害による犠牲を抑制するため，住民がスマ
ートフォン等を利用し，通信状況により通信可能時と通信途絶時で使い分けを可能にし，現在
位置から避難場所までの最短経路を地図上に提示することにより，津波による被害を回避した
安全で迅速な避難を行うことができる避難経路提示システムの研究開発を行った． 
髙橋 昂廣 クラウド技術を利用した災害情報システムの構築と性能評価 
本研究では，クラウドを用いることによって利便性の高い災害情報システムを構築した．複数
の自治体における利用を想定し，災害発生時のシステム負荷状況に応じてシステムを柔軟に変
化させるアルゴリズムを提案し，災害情報システムの利用者が利用しやすいシステムを目指す
ことで利用者のニーズに合わせたシステムの拡大，縮小を行うものである． 
柿崎 謙人 災害時における複合ネットワーク環境の経路選択 
本研究では，OpenFlow を用いて，有線と無線の複合環境の End-to-End での接続性や QoS を
考慮した最適経路切り替えの出来るシステムを構築し，切り替え時間の評価を行った．また，
これまでの研究で使用されてきたスループット測定ツール PathChirp を，PathQuick を参考に
改良し，その測定精度の性能比較を行った． 
武田 将大 Bluetooth を用いた観光地における視覚障がい者向け音声案内システムの構築 
本研究では，ペアリングを必要としない Bluetooth 情報配信機器を 使用し，視覚障がい者が
スマートフォンを使用して簡単に利用できる音声案内システムを構築した．これにより，自動
的に音声案内を受信できないという問題を解決した．そして，複雑な操作を必要としないこと
で高齢者でも利用することができると期待される． 
海老澤 佑 
 
TILED DISPLAY と TABLET 端末を活用したインフォーマルコミュニケーション空間の構築 
遠隔地間で映像を用い，個人個人が自由に発言でき，円滑な人間関係を築けるような インフォ
ーマルな遠隔地コミュニケーションを支援するシステムの実現を目指し，本研究では，タイル
ドディスプレイとタブレット端末を利用し，多人数向けのインフォーマルコミュニケーション
を実現する空間を構築するシステムを提案した． 
池 隆一郎 複数カメラを利用した広範囲な監視を可能とする人物追跡手法 
本研究では監視カメラシステムにおいて，異なるシーンを撮影しているカメラ間で人物を検出，
追跡するシステムを実装し，実際にある特定の人物を追う際に速やかに人物を追跡する直感的
な監視を可能なシステムを提案した． 
菊田 悠人 
 
複数人で情報を管理するための顔認証ログインの提案 
本研究では，ログイン時に複数人の顔認証が必要なものとすることで，セキュリティレベルを
高くすることを目的とするシステムの開発を進めた．利用者を限定することで，組織などにお
ける特定利用者グループ間での情報を共有，管理することが可能となる． 
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戸羽 開 
 
通信状態を考慮した災害時非難・安否確認支援システムの開発 
大規模災害の直後，通信機器などに大きな被害があった場合，安定した通信を確保することは
困難となる．本研究では災害時のさまざまな通信環境を考慮し，通信インフラに依存せず通信
を確保する技術である Delay Tolerant Network（DTN）を用いて災害時避難・安否確認支援シ
ステムの開発を行った． 
及川 知彦  
 
ライフログを活用した非難候補地選択手法の提案 
地震や津波といった災害発生時，的確に避難するために普段から避難所などの情報を知ってお
くことは重要なことである．本研究ではライフログ収集の仕組みを取り入れ，常に持ち歩くス
マートフォンを用いることで利用者毎の避難候補地を選択する手法を考案した． 
三浦 拓馬 
 
災害時における複数の SNS を用いた安否確認システムの提案 
震災時には様々な安否確認システムが提供されるが，普段から利用しているサービスではない
ため，機能的な改善の余地がある．本研究では災害発生時にも普段と変わらず利用でき，取得
した情報の信頼性を可視化可能とする，複数の SNS を用いた安否確認システムを提案した． 
 
 (b) 博士(前期)論文概要 
有村 実剛 
 
全方位カメラを搭載したバルーンによる広域監視システムの研究 
震災発生直後の被災地の情報収集は非常に重要かつ緊急を要するものであるが，余震や津波な
どにより被災地に立ち入れない場合もあり，その情報収集は困難な状況となることがある．そ
こで本研究では全方位カメラを搭載したバルーンによる広域監視システムの研究開発を進め
た．魚眼レンズを装着したネットワークカメラと無線 LAN ユニットをバルーンで上空へ上げ，
容易に被災地の情報収集を行うためのシステムを考案・実装し，実証実験を行った． 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Goshi Sato, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, “Implementation and Evaluation of Resilient Network Based 
on Cognitive Wireless Network Frame-work”, The 7th International Conference on Innovative Mobile and 
Internet Services in Ubiquitous Computing, （IMIS2013）, pp. 88-93, Jul. 2013. 
2) Goshi Sato, Koji Hashimoto, Noriki Uchid, Yoshitaka Shibata, “Network Link Selection Method for Disaster 
Oriented Mobile Network Based on OpenFlow Frame-Work”, The 7th International Conference on Innovative 
Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing, （IMIS2013）, pp. 326-330, Jul. 2013. 
3) Kenta Ito, Kazuka Tsuda, Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, “Wireless Networked Omni-directional Video 
Distribution System Based on Delay Tolerant Network on Disaster Environment”, The 7th International 
Conference on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing, （IMIS2013）, pp. 331-335, 
Jul. 2013. 
4) Akira Sakuraba, Satoshi Noda, Tomoyuki Ishida, Yasuo Ebara, Yoshitaka Shibata, “Tiled Display 
Environment to Realize GIS Based Disaster Information System”, The 16th International Conference on 
Network-Based Information Systems, (NBiS2013), pp. 311-316, Sep. 2013. 
5) 櫻庭 彬，石田智行，江原康生，柴田義孝，“大規模超高精細表示環境を利用した災害情報共有システム”第
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18 回バーチャルリアリティ学会大会，平成 25 年 9月 
6) 佐藤剛至，柴田義孝，内田法彦，“SDN によるコグニティブ無線技術を基盤とした災害に強いネバー・ダイ・ネ
ットワークに関する研究”，第 21 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2013)，平成 25 年
12 月 
7) 櫻庭 彬，石田智行，江原康生，柴田義孝，“超高精細表示環境を利用した災害状況の提示・共有手法”，第
21 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2013)，平成 25 年 12 月 
8) 有村実剛，橋本浩二，柴田義孝，“全方位カメラを搭載したバルーンによる広域監視システム”，第 21 回マル
チメディア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2013)，平成 25 年 12 月 
9) 伊藤健太，津田一真，柴田義孝，内田法彦，“多様な通信環境を考慮した DTN ベースの時空間映像配信システム”，
第 21 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2013)，平成 25 年 12 月 
10) 菊池瑶介，柴田義孝，内田法彦，“DTN をベースとしたモバイルクラウド災害情報共有システムに関する研究”，
第 21 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2013)，平成 25 年 12 月 
11) 野田敏志，江原康生，櫻庭 彬，石田智行，橋本浩二，柴田義孝，“タイルドディスプレイを用いた高臨場感他
地点映像通信システムの研究”，第 21 回テレイマージョン技術研究会，平成 25 年 12 月 
12) 佐藤剛至，内田法彦，柴田義孝，“SDN 技術を基盤とした災害に強いコグニティブ無線システムの開発”，情報
処理学会第 158 回マルチメディア通信と分散処理研究会，平成 26 年 3 月 
13) 櫻庭 彬，石田智行，江原康生，柴田義孝，“超高解像度表示装置を応用した災害情報提示 GIS における情報整
理手法の検討”，情報処理学会第 158 回マルチメディア通信と分散処理研究会，平成 26 年 3月 
14) 有村実剛，橋本浩二，柴田義孝，“全方位カメラを搭載したバルーンによる広域監視システムの提案”，情報処
理学会第 158 回マルチメディア通信と分散処理研究会，平成 26 年 3 月 
15) 伊藤健太，平川 剛，柴田義孝，“多様な通信環境とセンサ情報を考慮した時空間全方位映像収集配信システム
の構築”，情報処理学会第 158 回マルチメディア通信と分散処理研究会，平成 26 年 3月 
16) 伊藤健太，柴田義孝，平川 剛，“多様な通信環境とセンサ情報を考慮した時空間全方位映像収集配信システム”，
情報処理学会第 76 回全国大会，1ZD-6，4-565～566，平成 26 年 3月 
17) 野田敏志，江原康生，石田智行，柴田義孝，橋本浩二，“タイルドディスプレイを用いた高臨場感多地点映像コ
ミュニケーションシステムの研究”，情報処理学会第 76 回全国大会，3ZB-1，4-207～208，平成 26 年 3月 
18) 菊池瑶介，橋本浩二，柴田義孝，“DTN をベースとしたモバイルクラウド型災害情報共有システム”，情報処理
学会第 76 回全国大会，4Y-8，3-511～512，平成 26 年 3 月 
19) 戸羽 開，金野達也，柴田義孝，橋本浩二，“津波などの 2次災害を考慮した災害時避難経路提示システム”，
情報処理学会第 76 回全国大会，3Z-8，3-613～614，平成 26 年 3月 
20) 髙橋昂廣，柴田義孝，橋本浩二，“クラウド技術を利用した災害情報システムの構築と性能評価”，情報処理学
会第 76 回全国大会，5J-1，1-125～126，平成 26 年 3月 
21) 柿崎謙人，佐藤剛至，柴田義孝，“災害時における複合ネットワーク環境の経路選択”，情報処理学会第 76 回
全国大会，3Y-1，3-477～478，平成 26 年 3 月 
22) 武田将大，柴田義孝，橋本浩二，“Bluetooth を用いた視覚障がい者向け音声案内システムの構築”，情報処理
学会第 76 回全国大会，6S-6，2-491～492，平成 26 年 3 月 
 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
 
